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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

  高品質・安全性等の消費者ニーズから、銘柄鶏、特殊鶏の需要が高まっている。 

  ふくしま赤しゃもは、平成８年度に開発されたシャモ系の肉鶏としては比較的増体能力の優れた高品質

肉用鶏であり、従来９０日齢を出荷時期としていた。しかし、産肉性、呈味性分から出荷日齢を１１０日齢と

することで、ふくしま赤しゃもの経済性や地鶏としての特性（肉）を活かすこと ができる。 

（１）育成率 表１ 

    雄雌ともに９０日齢以降も高い育成率となる。 

（２）体重・飼料要求率 表１ 

    雄雌ともに経時的に体重が増加し、雄は１１０日齢から１３０日齢にかけて増加割合が高まり、雌は１３

０日齢から１５０日齢にかけて増加割合が低くなる。飼料要求率は雌雄とも に経時的に高くなる。 

（３）各歩留まり 表２ 

    生体に対すると体の割合について、雄は変化がみられないが、雌は経時的に増加する。 

    正肉については、雄雌ともに経時的に増加するが、性間では、雄がモモ割合、雌がムネ割合が高くな

る。 

    腹腔内脂肪は、雌で経時的に増加する。 

（４）肉のおいしさ（平成１１年度参考に供する成果「鶏肉の呈味成分の経時的変化と品種間差」） 呈味成

分、破断応力から、雄雌ともに１１０日齢がおいしい日齢と判断される。 

（５）生産費 表３ 

 生産指数は経時的に減少し、生体１ｋｇ当たり生産費は経時的に高くなるが、正肉１ｋｇ当たりの生産費は

１１０日齢が低くなる。 

 

 ２ 期待される効果 

 ふくしま赤しゃもの生産性向上と地鶏の特性を活かした飼養管理体系の確立 

 

 ３ 適用範囲 

   県内養鶏農家 

 

 ４ 普及上の留意点 

   １１０日齢で出荷する場合には、正肉取引とする。 



 

 


